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消
費
者
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
今
後
一
年
間
活
躍
し
て
い

た
だ
く
宇
治
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

二
十
五
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。
モ
ニ

タ
ー
の
方
に
は
、
日
常
の
買
物
を
通

し
て
消
費
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
や
苦
情
を
出
し
て
い
た

だ
く
ほ
か
、
試
買
調
査
や
灯
油
価
格
の
変
動
調
査
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

（
写
真
は
、
さ
る
二
月
の
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
価
格
調
査
）
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市の人口

（昭和52年4月1日現在）

世帯数41．106世帯

82世帯増
140．958人

71，176人
69，782人

178人増

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

積面

二
十
五
名
き
ま
る

か
し
こ
い
消
費
者

を
め
ざ
そ
う

や
か
な
自
衛
に
終
る
こ
と
な
く
、
ね
ぱ

り
強
く
と
り
上
げ
、
よ
り
よ
く
し
か
も

安
全
な
商
品
を
安
ぐ
手
に
入
れ
る
努
力

を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
宇
治
市
で
は
消
費
者
を
守
る

た
め
に
、
ま
た
、
か
し
こ
い
消
費
者
に

な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昭
和
四
十

八
年
か
ら
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

発
足
さ
せ
、
市
民
ぐ
る
み
の
運
動
を
く

り
ひ
ろ
げ
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
試
買
調
査
と
い
っ
て
、

モ
ニ
タ
ー
の
方
に
市
内
の
市
場
や
小
売

店
で
商
品
を
買
っ
て
い
た
だ
き
、
各
市

場
、
各
地
域
で
価
格
や
品
質
に
ど
の
よ

う
な
開
き
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て

固
定
資
産

評
価
委
員
に

中
原
さ
ん
再
任

苦
情
や
ご
意
見

が
あ
れ
ば
…

い
た
だ
い
た
り
、
ま
た
、
灯
油
の
需
要
一
の
モ
ニ
タ
ー
の
方
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

期
に
は
、
店
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
時

一
い
。
積
極
的
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

期
に
よ
’
”
！
ｊ
ま
ら
ま
ち
な
灯
油
価
格
を
Ｉ
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
を

体
験
し
て

者
に
な
■
。
＾
Ｌ
．
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

劣
悪
な
商
品
や
不
正
な
販
売
な
ど
に
対

し
て
、
消
費
者
は
泣
き
ね
い
り
ゃ
さ
さ
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木
幡
御
園中

原
尚
子
さ
ん

私
は
、
い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る
食

品
添
加
物
の
こ
と
を
知
り
た
く
て
モ
ー
一

タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
叶
且
調
査
を
や
り
ま

し
た
が
、
私
の
地
域
で
は
野
粟
や
花
物

の
さ
か
な
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
商
品
が

バ
ヅ
ク
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も

値
段
だ
け
が
つ
い
て
い
て
、
量
目
が
明

議
会
豆
知
識

伊
勢
田
町
若
林

山
口
道
子
さ
ん

か
、
あ
る
い
は
、
値
上
り
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
、
な
ど
の
疑
問
を
持
っ
て
買

物
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
、
二
月
に
行
い
ま
し
た
実
勢

価
格
調
査
で
は
、
大
型
ユ
ー
バ
ー
の
方

が
安
い
と
思
っ
て
い
た
商
品
が
意
外
に

高
か
っ
た
り
、
値
段
は
安
い
が
味
が
落

ち
て
い
た
り
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
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Ｓ
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ｌ
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ば
、
輸
入
肉
が
国
内
産
の
肉
の
よ
う
に
Ｉ
さ
ら
に
、
食
品
や
衣
服
な
ど
の
安
全
】

一
売
ら
れ
て
い
る
実
情
に
あ
ら
た
め
て
疑
一
性
に
つ
い
て
、
若
い
お
母
さ
ん
方
に
穆
一

問
を
持
ち
ま
し
た
。
一
つ
7
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
一

一
ま
た
、
安
易
に
買
わ
れ
て
い
る
合
成
あ
り
ま
し
た
。
市
と
し
て
も
、
こ
れ
・
ｔ

．
甘
味
料
や
合
成
着
色
料
の
は
い
っ
た
食
一
の
方
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
機
会
を
ぜ
’
一

品
、
合
成
洗
剤
な
ど
に
つ
い
て
は
、
消
ひ
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

貧
者
の
一
人
ひ
と
2
ｖ
が
買
剣
に
考
え
な

1 1
す
ね
・

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。
’

三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
二
日

か
ら
二
十
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
総
額
こ
一
九
億
五

千
万
円
に
の
ぼ
る
昭
和
五
十
二
年
度

一
般
会
升
予
算
案
な
ど
三
十
二
議
案

を
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
さ

る
三
月
三
十
日
、
閉
会
し
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
三
十
二
議
案
の
う
ち

五
十
二
年
度
予
算
に
関
連
す
る
十
八

順
案
は
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
九
日
間
に
わ
た
り
、
現
地
視
察

も
含
め
た
熱
心
な
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
委
員
会
の
討
論
に
お
い
て
は
、

宇
治
市
が
急
迫
し
た
財
政
状
況
に
あ

る
た
め
、
効
率
的
な
財
政
運
用
に
基

づ
ぐ
財
政
再
建
計
画
を
早
急
に
策
定

し
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、

市
有
財
産
の
売
却
に
あ
た
っ
て
は
慎

ｍ
に
対
処
す
る
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
審
議
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
最
終
日
、
竹
林
予
算
特

別
委
員
長
か
ら
、
付
託
さ
れ
て
い
た

十
八
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
と
い
う
内

容
の
報
告
が
あ
り
、
引
き
続
ぐ
議
案

審
碩
の
結
果
、
三
十
二
議
案
は
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
お
よ
び
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

閉
会
中
も
慎
重
に
審
査
さ
れ
て
い
た

請
願
三
十
七
件
の
う
ち
、
十
一
件
が

採
択
さ
れ
、
残
り
は
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
定
例
会
で
新

た
に
提
出
さ
れ
た
謂
願
十
一
件
が
各

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

Λ
可
決
さ
れ
た
議
案
ｖ

ｏ
昭
和
五
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算

昭
和
五
十
二
年
度
農
笑
共
済
事
業

・
交
通
災
害
共
済
事
業
・
国
民
健

康
保
険
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業

・
住
宅
改
修
資
金
賃
付
事
業
・
宅

地
取
得
資
金
賃
付
事
業
の
各
特
別

会
叶
予
算
、
水
道
事
業
会
計
予
算

ｏ
特
別
職
の
職
員
で
常
勁
の
も
の
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
市
長
が
死
亡
に
よ
吟
退
職
し
た

一
時
の
給
与
の
改
正
）

481

〇
職
員
旅
費
条
例
の
一
部
改
正
（
旅

費
を
適
正
に
弁
債
す
る
た
め
）

〇
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
債
条
例

の
一
部
改
正
（
損
害
禰
償
の
基
準

を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
）

〇
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
（
経
費

負
担
の
適
正
化
の
た
め
）

○
市
税
条
例
の
一
部
改
正
（
督
堡
子

飲
料
の
改
正
）

〇
市
税
外
収
入
金
を
期
限
内
Ｓ
嗣

し
な
い
場
合
に
お
け
る
徴
収
条
例

の
一
部
泡
止
（
鴛
筆
数
料
の
改

正
）

新年度予算など可決
3月定例市議会おわる

仮称木幡第3小用地は売却

〇
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
保

険
料
の
増
額
等
に
対
処
し
、
基
金

の
円
滑
な
運
営
を
は
か
る
た
め
）

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

（
資
産
割
の
廃
止
に
伴
う
所
得
割

の
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
等
の
だ

め
）

〇
農
茉
共
済
条
例
の
一
部
改
正
（
農

業
災
害
禰
償
法
の
改
正
等
に
伴
う

も
の
）

〇
家
畜
診
療
条
例
の
制
定
（
家
畜
共

済
事
業
の
推
進
等
’
衝
り
、
農
業

経
営
の
安
定
・
ｍ
る
た
め
）

Ｏ
市
道
路
線
の
認
定
の
議
決
を
求
め

る
に
つ
い
て
（
四
十
三
路
線
）

Ｏ
辺
地
に
か
か
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
策
定
（
市
道
東
笠

取
線
整
備
、
下
条
大
橋
改
修
等
を

内
容
と
す
る
も
の
）

Ｏ
城
南
衛
生
管
理
組
合
規
約
の
一
部

変
更
（
正
副
管
理
者
等
の
任
期
延

長
）

（
）
一
般
会
叶
補
正
予
算
（
第
8
・
9

。
ｃ
号
）
、
。
農
業
共
済
事
業
（
第

3
号
）
公
共
下
水
道
事
業
（
第
2

号
）
・
住
宅
改
修
資
金
貸
付
事
業

（
第
1
号
）
・
宅
地
取
得
資
金
貸

付
事
業
（
第
2
号
）
の
各
特
別
会

計
補
正
予
算

Ｏ
市
有
財
産
の
売
却
（
児
童
数
の
増

加
が
鈍
化
し
た
た
め
建
設
を
数
年

先
に
延
ば
し
た
仮
称
木
幡
第
三
小

用
地
を
、
元
の
土
地
所
有
者
で
あ

る
大
洋
建
設
株
式
会
社
に
売
却
す

る
契
約
を
結
ぷ
も
の
）

Ｏ
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
（
用

務
員
等
の
職
員
定
数
の
適
正
化
を

は
か
る
も
の
）

Λ
同
意
さ
れ
た
議
案
Ｖ

Ｏ
人
権
擁
護
委
員
候
禰
者
推
せ
ん
の

同
意
（
松
本
得
一
氏
）

Ｏ
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

同
意
（
中
原
貫
一
氏
）

Λ
可
決
さ
れ
た
意
見
書
Ｖ

Ｏ
中
小
企
｀
事
業
分
野
確
保
法
の
早

期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

Ｏ
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
け
る
小
売

業
の
事
業
活
動
の
調
整
に
関
す
る

法
律
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
’

Ｏ
同
和
対
策
事
業
に
つ
い
て
の
意
見

書請
願
の
出
し
方

議
会
だ
よ
り
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宇治橋付近の河川改修計画図
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河床を掘り下げ

水路幅を拡大

建設省の宇治川改修計画案

伊
吹
・
鈴
鹿
・
比
良
の
山
系
に
囲
ま

れ
た
琵
琶
湖
を
水
源
と
す
る
宇
治
川
は

国
が
管
理
す
る
一
級
河
川
で
、
そ
の
改

修
は
明
治
時
代
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
・
そ
し
て
、
そ
の
間
、
計
画
の
大

改
訂
か
二
回
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
計
画
で
は
、
宇
治
橋
付
近
で

の
許
容
流
量
を
毎
秒
八
三
五
ト
ン
と
し

ま
し
た
か
、
昭
和
二
十
八
年
の
水
害
を

契
機
と
し
て
、
昭
和
二
十
九
年
に
は
、

計
画
を
改
訂
。
天
ケ
瀬
ダ
ム
の
建
設
に

よ
っ
て
流
量
の
大
半
を
調
節
す
る
と
と

宇治橋付近景観保全対策協が答申

も
に
河
道
を
改
修
し
、
宇
治
橋
付
近
で

は
九
〇
〇
ト
ン
の
流
量
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
十
年
。
宇
治
川
流
域
は

大
き
く
変
っ
て
き
ま
し
た
。
宇
治
市
の

人
口
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
三
倍
以
上

に
増
え
て
お
り
、
流
域
の
人
命
や
財
産

は
、
当
時
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

計
画
を
越
え
ん
ぱ
か
り
の
大
雨
は
、
毎

年
の
よ
う
に
降
っ
て
い
ま
す
。

九
百
ト
ン
か
ら

千
五
百
ト
ン
流
量
に

そ
こ
で
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
の
河

川
審
議
会
で
、
宇
治
川
の
計
画
流
量
は

宇
治
橋
付
近
で
毎
秒
一
、
五
〇
〇
ト
ン

に
ふ
や
す
こ
と
か
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
南
郷
洗
い
ぜ
き
か
ら
宇
治
橋

ま
で
の
流
域
に
、
二
日
間
で
二
七
二
Ｕ

の
豪
雨
（
一
五
〇
年
に
一
回
起
こ
る
と

想
定
さ
れ
る
）
か
降
っ
た
ぱ
あ
い
、
天

ケ
瀬
ダ
ム
と
仮
称
大
戸
川
ダ
ム
（
滋
賀

県
・
建
設
計
画
中
）
で
洪
水
調
節
を
し

て
も
、
な
お
か
つ
宇
治
橋
付
近
で
は
毎

秒
一
、
五
〇
〇
ト
ン
の
流
量
か
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
で
す
。

と
ｔ
ろ
が
、
現
在
の
宇
治
橋
付
近
で

は
九
〇
〇
ト
ン
の
流
量
か
限
界
で
、
大

幅
な
改
修
工
事
か
必
要
と
な
っ
て
き
た

わ
け
で
す
。

橘
島
は
半
分
に

削
り
と
る

そ
こ
で
建
設
省
で
は
、
淀
川
改
修
計

画
の
一
環
と
し
て
、
宇
治
川
改
修
を
計

画
。
天
ケ
瀬
ダ
ム
下
流
か
ら
木
津
川
と

桂
川
の
合
流
点
ま
で
の
約
一
六
キ
ロ
メ

ー
・
ト
ル
間
の
河
床
の
掘
削
や
水
路
幅
の

拡
大
を
行
う
と
と
も
に
、
低
水
護
岸
や

内
水
排
除
ポ
ン
プ
設
置
な
ど
の
工
事
を

行
う
こ
と
に
し
、
一
部
は
す
で
に
着
工

し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
宇
治
橋
付
近
で
は
、

①
塔
の
島
上
流
か
ら
橘
島
下
流
ま
で
の

河
床
を
平
均
二
・
八
μ
掘
り
下
げ
る

②
水
路
幅
を
最
少
八
五
μ
確
保
す
る
た

め
橘
島
（
約
一
万
平
方
Ｍ
）
の
本
川

側
を
約
半
分
削
り
と
る

③
河
川
の
勾
配
を
変
え
る
た
め
、
現
在

の
急
流
区
間
（
亀
石
か
ら
国
鉄
奈
良

線
鉄
橋
）
か
緩
流
と
な
り
、
緩
流
区

間
（
白
川
浜
か
ら
亀
石
）
か
急
流
に

変
化
す
る

④
宇
治
橋
の
橋
脚
間
隔
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
か
さ
あ
げ
を
す
る
た
め
に
、

宇
治
橋
を
か
け
替
え
る

な
ど
か
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
平
常
の
水
位
か
下
っ
て

中
の
島
が
軍
艦
島
の
よ
う
に
な
る
の
を

は
じ
め
、
宇
治
橋
付
近
の
景
観
が
大
き

く
変
ぽ
う
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

五
十
回
に
わ
た
る
審
議

ｅ
こ
で
、
｀
Ｆ
台
貧

治水と景観・利用の調和
を

ダイハツ興産Ｋ．Ｋ
三重ホーローＫ．Ｋ＝1＝ｒ
太陽アルタイトｇ．

Ｕ

販冗店

淀川製鋼Ｋ．Ｋ

日本プライプリコＫＫ南山城代理店
ｊＩＩＩ・｜

－－，ΞΞ‾1

・・11111

商

茂

内

代毒者橋内

にじ于

①万＼

〒611宇治市広野町茶屋裏43－2
四（0774）41―64．95

朝霧橋付近の計画断面図

一流メーカーの各種製品を用意

お気軽にご相談ください

ー－

無料貸出し致します

ご希望の方には各メーカーの製品を

テスト焼却していただけます

【こ沁報お待ちしております即参上】

市
政
だ
よ
り
の
「
広
告
」
を
募
集
中

482
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塔
の
川
は
現
状
保
存
で

朝
霧
橋
を
左
岸
ま
で
延
長

答
申
で
は
、
ま
ず
、
宇
治
川
改
修
に

対
す
る
基
本
姿
勢
と
し
て
、
治
水
・
景

観
保
全
・
河
川
利
用
の
三
点
が
調
和
を

保
た
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
治
水
を
最
優
先
し
な

か
ら
も
、
宇
治
川
の
も
つ
景
観
上
の
特

徴
、
即
ち
「
清
流
、
中
の
島
を
は
さ
む

二
つ
の
流
れ
、
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
樹

木
」
を
で
き
る
限
り
保
存
す
る
た
め
の

方
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

う
飼
も
行
わ
れ
る
塔
の
川
（
左
派
川
）

さ
ら
に
、
答
申
で

は
単
に
景
観
問
題
で

は
な
く
、
こ
れ
を
契

機
と
し
て
、
市
民
や

観
光
客
に
よ
る
宇
治

川
利
用
の
質
の
転
換

や
他
囲
の
拡
大
を
は

か
る
べ
き
だ
と
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、

天
ケ
瀬
ダ
ム
と
隠
元

橋
と
の
間
に
遊
歩
道

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ

ー
ス
を
整
備
す
ゐ
こ

と
に
よ
り
。
数
多
く

の
観
光
資
源
を
堀
り

お
こ
し
て
、
多
く
の

市
民
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
は
か
る
こ

と
、
ま
た
、
宇
治
川

に
沿
っ
た
河
川
公
園

を
設
け
る
こ
と
な
ど

の
提
案
も
行
っ
て
い

ま
す
。

答
申
の
具
体
的
な

答
申
の
あ
ら
ま
し

①
宇
治
川
の
清
流
の
イ
メ
ー
ジ
を
残
す

た
め
、
た
ん
水
案
（
国
鉄
奈
良
線
鉄

椙
下
流
に
可
動
ぜ
き
を
つ
く
り
、
平

時
は
中
の
島
一
帯
に
水
を
た
た
え
る

も
の
）
と
清
流
案
（
河
床
を
掘
り
下

げ
て
も
せ
き
を
つ
く
ら
ず
に
流
水
さ

せ
る
と
い
う
も
の
で
、
平
常
は
現
在

の
水
面
よ
り
平
均
二
・
八
メ
ー
ト
ル

低
下
す
る
）
の
う
ち
、
清
流
案
を
採

用
す
べ
き
で
あ
る
。

②
左
派
川
（
中
の
島
西
側
の
流
れ
、
通

称
塔
の
川
）
は
掴
り
下
げ
た
り
、
埋

め
立
て
た
り
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
現

状
の
姿
の
ま
ま
残
す
。
こ
の
た
め
、

本
川
よ
り
も
河
床
か
上
が
り
水
か
流

れ
な
く
な
る
の
で
、
ト
ン
ネ
ル
や
サ

イ
ホ
ン
、
ポ
ン
プ
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
導
水
す
る
の
か
望
ま
し
い
。

③
宇
治
川
本
流
の
亀
石
上
流
地
区
の
流

れ
は
で
き
る
だ
け
ゆ
る
や
か
に
流
れ

る
よ
う
に
し
、
う
飼
、
遊
船
か
安
全

に
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

④
護
岸
は
一
勾
配
と
せ
ず
、
途
中
に
小

宇治橋付近景観保全対策協が答申

段
を
設
け
て
遊
歩
道
と
し
、
根
固
め

工
法
は
水
に
親
し
む
こ
と
が
で
ぎ
る

よ
う
に
考
慰
さ
れ
た
い
。
ま
た
。
護

岸
材
料
に
は
、
暗
緑
色
の
自
然
石
が

望
ま
し
い
か
、
入
手
が
極
め
て
困
難

な
た
め
。
御
影
石
を
使
う
こ
と
も
や

む
を
得
な
い
。

⑤
宇
治
川
の
名
石
「
�
石
」
は
保
存
す

る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

⑥
橘
島
か
削
ず
ら
れ
、
面
積
か
半
減
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
塔
の
島
本
川

側
と
橘
島
の
派
川
側
で
失
地
回
復
の

排
置
を
と
ら
れ
た
い
。

⑦
橘
島
に
あ
る
樹
木
や
先
陣
の
碑
な
ど

で
は
、
こ
の
改
修
計

画
か
治
水
上
必
要
で

あ
る
と
し
な
が
ら
も

単
に
治
水
上
の
見
地

の
み
で
は
な
く
、
優

れ
た
自
然
環
境
を
保

全
し
つ
つ
、
調
和
の

と
れ
た
計
画
を
つ
く

る
べ
き
だ
と
の
立
場

か
ら
、
昭
和
四
十
八

年
十
月
、
「
宇
治
橋

付
近
景
観
保
全
対
策

協
議
会
」
を
設
置
。

④
改
修
計
画
と
景
観

と
の
調
和
、

○
宇
治
橋
の
保
存
、

（
四
）
第
二
宇
治
橋
（
仮

称
）
の
新
設

な
ど
に
つ
い
て
当
時

の
田
川
市
長
か
ら
矢
野
勝
正
会
長
（
故

人
）
に
諮
問
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
こ
れ
を
受
け
て
、
の
べ

五
十
回
に
わ
た
る
会
議
の
ほ
か
、
九
州

の
球
磨
川
や
筑
後
川
の
現
地
視
察
を
行

宇
治
橋
は
現
在

位
置
に
保
存

島田市長（右）に手渡される答申書

つ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
議
会
の
宇
治
川
治
水
対

策
特
別
委
員
会
を
は
じ
め
多
く
の
団
体

と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
今
回
の
答
申

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

計画で架け替えが予定されている宇治橋－

できるだけ現存の姿で名橋を保存したいもの

橋
と
平
行
に
架
橋
す
べ
き
で
あ
る
。

○
河
川
改
修
工
事
期
間
中
の
掘
削
、
土

砂
の
運
搬
・
残
土
処
理
、
流
水
の
濁

り
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
区
か

観
光
地
と
し
て
の
特
殊
性
を
も
っ
て

い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
十
分
な
対
策

を
と
ら
れ
る
と
と
も
に
、
施
行
期
間

は
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
さ
け
る
よ
う
特

別
の
配
慮
を
さ
れ
た
い
。

◇
◇

こ
の
ほ
か
、
宇
治
市
に
対
し
て
公
共

下
水
道
や
京
阪
宇
治
駅
前
広
場
の
整
備

に
つ
い
て
積
極
的
に
す
す
め
る
与
つ
求

め
て
い
ま
す
。

る
場
合
は
そ
の
実
費
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
文
書
広
報
課
ま
で
。

6ヵ月あるいは12ヵ月払いでＯＫ

整備・保険料諸税・検査手続費・板金塗装等の整備に関する代金はすぺてＯＫです

良い品質・徹底した保証詔認禦旨ぷ溜誌ぷ－Ｚ

宇治モ－＾－ス
ＴＥＬ0774（22）5555（代表）ＴＥＬ（077488）2540・3252宇治市宇治県神社前

綴喜郡宇治田原町郷ノロ
〒611

大阪陸運局指定民間車検工場

大阪陸運局認証工場

大東京自動車保険代理店

本社
営業所〒610－02
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治水と景観・利用の調和を
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「一人暮らし老人の会」が結成

2
投
票
区
を
増
設

平
盛
小
と
大
開
小

参院選から

一
都
（
肘
一
、
‥
一
一
ｖ
5
1
、
5
2
、
5
3

5
4
～
6
8
’
2
’

7
1
、
7
4
ｙ
7
9
、

8
1
、
8
3
、
8
4
、
8
6
～
8
8
、
9
0
、

9
2
、
9
6
、
9
8
、
Ⅲ
．
Ⅲ
～
Ⅲ
、

Ⅲ
、
Ⅲ
～

1
5
6
番
地
）
、
丸
山
の

一
部
（
2
8
～
4
9
、
5
2
、
5
3
、
5
5

5
6
、
5
9
、
6
0
、
6
5
、
6
6
、
6
8
番

地
）

（
選
挙
管
理
委
艮
会
）

ま
す
申
請
用
紙
に
必
襄
な
事
項
ｍ

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
昨
年

度
に
受
け
て
お
ら
れ
た
方
血
丹
民
申

爾
が
必
要
で
す
。

な
お
、
申
爾
が
6
月
以
降
に
な
り

ま
す
と
、
受
理
し
た
翌
月
か
ら
支
払

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

憲
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

■
点
訳
奉
仕
者
の
講
習

社
団
法
人
京
都
府
盲
人
協
会
で
は

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

舗
習
会
は
、
6
月
か
ら
来
年
3
月

ま
で
の
毎
月
第
四
日
曜
日
、
午
後
1

時
か
ら
4
時
ま
で
で
、
宇
治
市
分
庁

合
（
宇
治
橋
通
り
）
で
行
い
ま
す
。

点
字
の
読
み
書
き
に
関
す
る
技
術
指

導
と
通
信
に
よ
る
指
導
を
並
行
し
て

実
施
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
。

ご
希
望
の
方
は
、
福
祉
事
務
所
福

祉
課
へ
5
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

■
身
体
障
害
者
に

郵
便
葉
書
を
無
料
配
布

郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

強
調
運
動
に
ち
な
み
『
青
い
烏
』
の

意
匠
の
卯
円
郵
便
葉
ｗ
を
4
月
2
0
日

に
発
行
し
ま
す
か
、
そ
の
一
部
を
重

度
の
身
体
障
害
者
の
方
に
無
料
で
配

布
し
ま
す
。

対
象
は
一
級
・
二
級
の
身
体
障
害

者
で
4
月
1
日
現
在
で
ｍ
ｍ
以
上

の
方
で
、
配
布
を
希
望
す
る
万
は
、

近
ぐ
の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳

ｉ
ｍ
＾
す
る
ぐ
こ
も
に
所
定
の
用
紙

に
よ
り
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
代
理

人
で
も
お
取
り
扱
い
し
ま
す
。

な
お
、
枚
数
は
Ｉ
人
に
つ
底
縦

ま
で
で
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
郵
便
局
ま
で
。

（
宇
治
郵
便
局
）

■
家
庭
婦
人テ

ニ
ス
デ
ー

宇
治
市
庭
球
協
会
で
は
、
市
内
の

家
庭
婦
人
で
テ
’
一
ス
の
愛
好
者
を
対

象
に
、
4
月
1
7
日
と
2
4
日
の
日
曜
日

清掃メモ

毎
年
、
四
月
に
な
る
と
転
勁
や
引

っ
越
し
な
ど
に
よ
っ
て
転
入
・
転
出

・
市
内
異
動
を
さ
れ
る
万
が
ふ
え
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
必
ず
市

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
琵
琶
乙
一

ス
コ
ー
ト
で
、
乙
一
ス
デ
1
憲
禰

し
ま
す
0

申
し
込
み
は
、
当
日
、
＝
1
卜
で

受
け
付
け
ま
す
。
参
加
料
ａ
百
円
。

■
春
の
市
民
文
化
祭

出
品
作
品
を
募
集

第
1
0
回
春
の
市
民
文
化
祭
が
5
月

1
日
と
2
日
の
両
日
、
市
民
会
館
で

開
か
れ
ま
す
。

こ
゜
の
「
春
の
市
民
文
化
祭
」
に
、
’

あ
な
た
も
作
品
を
出
品
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

募
集
し
て
い
る
作
品
は
、
生
花
、

手
芸
、
絵
圃
、
写
真
（
全
紙
以
下
四

ツ
切
ま
で
、
パ
ネ
ル
張
り
の
こ
と
）

俳
句
（
色
紙
書
き
）
、
短
歌
（
短
冊

書
き
）
、
書
道
（
仮
粕
お
さ
め
）
な

ど
の
吝
筰
品
、
そ
れ
に
、
古
文
書

な
ど
の
郷
土
資
料
で
す
。

役
所
清
掃
課
の
窓
口
で
し
尿
収
集
の

申
し
込
み
、
あ
る
い
は
取
り
消
し
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家

族
数
が
増
え
た
り
、
減
っ
た
り
し
た

場
合
も
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
は
、
収
集
作
業
員
や
集
金
人

に
依
頼
さ
れ
て
も
受
け
付
け
ま
せ
ん

の
で
、
家
族
の
だ
れ
か
が
市
役
所
ま

で
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

申
請
の
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
新
規
の
申
し
込
み

転
入
や
移
転
な
ど
で
、
新
た
に
し

尿
収
集
を
申
し
込
ま
れ
る
場
合
は
、

印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
場
で
門
標
を
お
渡
し
し
ま
す
。
申

謂
を
す
ま
せ
て
も
、
門
標
が
は
っ
て

な
け
れ
ば
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▽
家
族
数
の
増
減

家
族
に
異
動
が
あ
2
＞
’
家
族
数
が

増
派
し
た
場
合
は
印
か
ん
と
領
収
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
取
り
消
し

転
出
や
水
洗
化
な
ど
に
よ
っ
て
、

収
集
を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
は
、
印

か
ん
と
最
近
の
領
収
書
、
門
標
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま
に
し

市
侭
笛
民
課

で
は
、
『
仕
事
の

都
合
な
ど
で
昼
休

み
の
時
間
に
し
か

市
役
所
へ
行
け
な

い
』
と
い
う
万
々

市民課の窓

行
つ
て
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
方
法
は
、
ま
ず
は
じ
め

に
午
前
1
1
時
半
ま
で
に
、
直
通
電
晒

ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｗ
で
予
約
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
課
に
設

け
て
い
る
『
電
話
予
約
交
付
ヲ

電
話
予
約
で

昼
休
み
も
交
付

コース（3Ｊ分）

こ
の
昼
休
み

交
付
制
度
と
は
別

に
、
平
常
時
間
内
に
も
、
電
話
予
約

さ
れ
ま
す
と
、
前
も
っ
て
書
類
を
作

成
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
電
話
予
約

の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
市
民
課
）

ｍ
1
7
8
0
5
番
）
ま
で
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

■
奈
良
線
複
線
電
化
の

暑
名
に
ご
協
力
を

国
鉄
奈
良
線
は
通
勁
・
通
学
の
足

と
し
て
重
要
な
交
通
機
関
で
す
が
、

列
車
の
本
数
不
足
な
ど
決
し
て
便
利

と
は
い
え
ず
、
複
線
電
化
は
沿
線
住

民
の
強
い
要
望
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
鉄
奈
良
線
沿
線
の
市
や
町
で
構

成
し
て
い
る
国
鉄
奈
良
線
複
線
電
化

促
進
協
議
会
と
同
住
民
共
闘
会
議
で

は
、
こ
の
よ
う
な
沿
線
住
民
の
要
望

を
国
鉄
本
社
や
運
輸
省
な
ど
関
係
機

関
に
訴
え
る
た
め
に
署
名
運
動
を
展

開
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
4
月
中
に
署
名

用
紙
と
ビ
ラ
を
市
内
の
奈
良
線
沿
線

の
各
町
内
会
長
さ
ん
あ
て
に
送
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
企
画
調
整
室
）

■
野
犬
の
捕
獲

宇
治
市
保
健
衛
生
課
で
は
、
昭
和

5
2
年
4
月
か
ら
毎
月
第
4
週
を
「
犬

害
防
止
週
間
」
と
決
め
、
犬
の
正
し

い
飼
い
方
の
指
導
と
野
犬
捕
獲
を
強

化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
週
間
中
に
は
、
市
内
全
域
を

対
象
と
し
て
、
捕
獲
箱
や
麻
酔
銃
、

薬
物
に
よ
っ
て
野
犬
を
捕
獲
し
ま
す

の
で
、
犬
は
絶
対
に
放
し
飼
い
し
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新年度生徒募集
同志社大学水泳部ＯＢ会主催

スイニミングスクール

駅
前
明
荘
町
停
前
山
院
前
宅
田

田
校
に

新
高
南
恥

禁
衡

国
城
神
城
西
市

ニチカユ
陰
曽
西
北
府

〇年中泳いで小児ぜんそくの克服と体力を養う本格的室内温水プール

○優秀コーチによる1グループ約10名の能力別指導ですので、上達は抜群です

〇通学は安全で便利なスクールバスをご利用く迎さい（無料）・・・（宇治・小倉・伊勢田・寺田・富野くずは各コースあり）

●申し込みは
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り
り
回
回

満3歳以上

￥5，000－

￥4，200－（週1

￥5，800－（週2

格
金
料
5

∵
゛
四

・
・
・

出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
4
月

2
5
日
ま
で
に
、
敷
夏
頁
会
社
会
教

育
課
内
の
第
1
0
回
春
の
市
民
文
化
祭

実
行
委
員
会
事
唇
局
ま
で
申
し
込
ん

し
尿
収
集
の
手
続
き
は

清
掃
課
の
窓
口
で大

型
ゴ
ミ
は

臨
時
収
集

Ｉ
」
に
来
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
正

午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
の
鼻
休
み
中

で
も
、
予
約
さ
れ
た
証
明
類
を
お
渡

し
し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
と
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
書
に
記
入
し
て
い

で
く
だ
さ
い
。

お
越
し
く
だ
さ
る
か
、
ま
た
は

（
社
会
教
育
課
）
協
高
齢
者
職
業
相
談
所
（
京
都

■
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

宇
治
市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

職
顧
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▽
養
護
職
員
・
・
・
養
護
教
諭
ま
た
は
讐

護
婦
の
免
許
を
お
持
ち
の
方

▽
幼
稚
園
教
諭
・
・
・
幼
稚
園
教
諭
免
許

を
お
持
ち
の
方

▽
学
校
事
務
職
員

▽
学
校
給
食
調
理
員

▽
学
校
用
務
員

ご
希
望
の
方
は
、
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
教
育
委
員

会
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
者
は
登
録
し
、

必
要
に
応
じ
て
勤
務
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。‘

（
教
育
委
員
会
）

■
高
齢
者
向
き
の

仕
事
を
求
め
ま
す

宇
治
市
内
の
会
社
や
商
店
、
工
場

あ
る
い
は
家
庭
な
ど
で
、
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
に
向
い
た
仕
事

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
、
京
都
府
社
会
福
祉
協
議

会
が
、
市
内
の
み
な
さ
ん
か
ら
高
齢

者
向
き
の
求
人
を
募
集
し
て
い
る
も

の
で
、
毎
月
第
三
木
曜
日
の
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
市
役
所
分
庁

舎
で
行
な
っ
て
い
る
高
齢
者
職
業
相

談
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
相
談
日
に
直
接

宇
治
市
逡
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

都
市
化
に
と
も
な
う
有
福
者
の
増
加

や
分
布
状
況
、
投
票
区
の
交
通
の
利

便
な
ど
を
考
慮
し
て
、
ニ
カ
所
の
投

票
区
を
増
殷
し
ま
す
。
こ
れ
は
参
議

院
議
員
通
常
蜃
蚕
呈
原
名
予

定
で
す
。

▽
第
肘
一
投
票
区
・
・
・
現
行
の
第
2
8
投
票

区
（
西
大
久
保
小
学
校
）
を
区

域
分
剤

・
〇
投
票
所
1
1
平
盛
小
学
校
体
育
館

〇
大
久
保
町
―
旦
椋
の
一
部
（
3
8

～
Ⅲ
番
地
）
、
平
盛
の
一
部
（

3
1
の
1
、
3
7
～
1
1
1
番
地
）

▽
第
4
2
投
票
区
・
：
現
行
の
第
2
3
投
票

区
（
大
久
保
小
学
校
）
の
区
域

分
割
お
よ
び
第
6
投
票
区
（
神

明
公
民
館
）
の
区
颯
の
一
部
編

入

〇
投
票
所
＝
大
開
小
学
校
体
育
館

〇
広
野
町
＝
大
開
、
尖
山
の
一
部

（
2
、
3
番
地
）
、
小
根
尾
の

みんなで励まし合う

■
母
子
家
庭
奨
学
金
の

申
請
を
受
付

京
都
府
で
は
、
咀
屁
年
度
の
「

母
ぷ
籤
奨
学
金
」
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

で
、
交
通
遺
児
な
ど
す
で
に
他
の
奨

学
金
を
受
け
て
い
る
人
は
除
か
れ
ま

す
。ご

希
望
の
方
は
6
月
3
1
日
ま
で
に

市
役
所
の
福
祉
課
に
備
え
つ
け
て
い

告
知
板
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